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 要  旨 
 近年、マーケティング分野において広く行われてきている、POS データの分析は、商品の販売
動向や、消費者の商品に対する興味を表す有用なデータである。しかし、消費者の商品購買過程
における購買結果といった最終的な行動結果のみのデータであり、消費者の店頭における商品間
の比較や、興味を持って購買を検討したといった商品選択過程の情報は含まれていない。これに
対し、近年、消費者の店頭における商品選択過程の情報として、店頭の棚前での商品接触のデー
タの取得が可能になりつつある。このような、消費者の店頭における商品選択過程の情報は、競
合商品や、消費者の興味を測るうえでより重要な情報であると考えられる。ただし、これらのデ
ータについて、その有効な活用方法については現状では検討段階である。 
 本研究では、このような店頭における消費者の商品接触データ（店頭アクセスデータ）に対し、
商品選択過程からわかる商品特性を明らかにし、有効な活用方法を示すことを目的とする。 
 最初に、これまでのマーケティング研究を振り返り、今まで行われていない商品選択過程を分
析することで、何がわかるのかアプローチ方法とその意義を考察した。そして、具体的に顧客の
まよいと、競合商品について分析することとした。顧客のまよいに関しては、初めに、店頭での
商品選択行動により顧客を分類するとともに、マーケティング変数と商品選択行動の関係を明ら
かにした。次に、顧客のまよいをネットワーク分析を用いて分析することで、ネットワークを用
いてどのように商品特性を分析することが有効であるか考察した。 
そして、商品特性に関しては。以下の３点の分析を行った。①実際にどの商品とどの商品がど
のくらい迷われているかという、接触推移から分かる競合商品の分析。「あるブランドに接触した
後、どのブランドに接触したか」を集計した結果より、接触から分かる商品の競合状況を考察し
た。②顧客の商品接触時間の違いに着目した分析。例えば顧客がある商品に１秒だけ接触した時
と、１分間接触している場合では、接触の意味合いが異なると考えられる。このように異なる接
触時間で各商品を分類することで、その商品がどのような接触をされているのかという傾向を比
較し、それぞれの商品特性を考察した。③ネットワーク指標を用いた商品特性の分析。店頭アク
セスデータでしか分析できないデータ（接触者数、次数中心性、起点率）を用いて、POS データ
で分析可能なデータ（購買数）以上に何が分かるかを考察するために散布図を作成し、購買と接
触の差異性、初期注目性、比較対象多様性という商品特性が明らかになることを発見した。 
 
